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暑い夏がやってくる！（小平ふるさと村・かきの木公園）

議会を傍
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今後の

日程、開会時刻は変更や追加になる場合もありますので、事前に議会事務局までお問い合わせください。

傍聴される方は、
議会事務局へ
お越しください。

市役所7階場　　所原則として午前9時開会時刻

　平成26年６月定例会は、６月３
日から25日まで23日間の会期で開
催されました。
　この定例会では、市長が行った国
民健康保険条例の一部を改正する専
決処分について承認し、平成26年
度一般会計補正予算（第１号）など
６件の市長提出議案を可決しまし
た。議員提出議案は微小粒子状物質
（PM2.5）に係る総合的な対策の推
進を求める意見書など２件を可決、
２件を継続審査とし、請願は２件を
継続審査としました。
　また、６月４日から３日間にわた
り、24人の議員から67件の一般質
問がありました。

小平市非核都市宣言
　世界の恒久平和は、人類共通の
願いである。しかし、核軍備拡大
競争及び通常兵器の軍備拡大競争
は一段と激化し、世界各地で武力
紛争が絶え間なく続き核戦争の脅
威が迫っている。
　我が国は、世界唯一の核被爆国
であることにかんがみ、小平市議
会は、すべての国の核兵器に反対
し非核三原則を堅持し、人類永遠
の平和のため努力することを決意
し非核都市を宣言する。

昭和58年３月３日
小平市議会

※この宣言は、昭和58年３月定例会
において議員から提案され全会一
致で可決されたものです。

8月25日（月）総務委員会
8月26日（火）生活文教委員会
　　　　　　　 請願・陳情締め切り（午前中）
8月27日（水）厚生委員会（※1）
8月28日（木）建設委員会
9月　4日（木）議会運営委員会（※2）
9月　9日（火）9月定例会本会議（初日）
9月10日（水）9月定例会本会議（一般質問）
9月11日（木）9月定例会本会議（一般質問）
9月12日（金）9月定例会本会議（一般質問）

　9月16日（火）総務委員会
　　　　　　　　 請願・陳情締め切り（午前中）
　9月17日（水）生活文教委員会
　9月18日（木）厚生委員会
　9月19日（金）建設委員会
　9月22日（月）まちづくり検討特別委員会
　9月25日（木）議会運営委員会（※2）
　9月26日（金）議会改革推進特別委員会
　9月30日（火）9月定例会本会議（最終日）
10月14日（火）決算特別委員会（一般会計）

10月15日（水）決算特別委員会（一般会計）
10月16日（木）決算特別委員会（一般会計）
10月17日（金）決算特別委員会（特別会計）
10月28日（火）まちづくり検討特別委員会（※1）

（※１）当日は現地視察を予定しており、委員会
室での議案や請願などの審査または調査
はありません。

（※２）開始時間については、議会事務局にお問
い合わせください。

小平市税条例等の一部を改正する条例を可決しまし小平市税条例等の一部を改正する条例を可決しましたた
――予予算算総総額額はは559933億億55千千77百百9922万万22千千円円にに――

平平成成2266年年度度
一一般般会会計計補補正正予予算算（（第第11号号））をを可可決決

６月定例会



平成２６年（２０１４年）７月２７日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ２

議 案 に 対 す る 各 会 派 の 賛議 案 に 対 す る 各 会 派 の 賛 否否
〈議員提出議案〉 ○：賛成　×：反対（　）内は各会派の議員数　※市議会公明党の議員数は議長を除く数

議決結果志政
（１人）

みな
（２人）

虹ひ
（２人）

生ネ
（３人）

共産
（４人）

フォ
（４人）

政和
（５人）

公明
（５人）件　　　　　　　　　名議案番号

原案可決○○○○○○○○微小粒子状物質（PM２.５）に係る総合的な対策の推進を求める意見書第５１号

原案可決○○○○○○○○軽度外傷性脳損傷にかかわる周知及び労災認定基準の改正などを求める意見書第５２号

〈市長提出議案〉

議決結果志政
（１人）

みな
（２人）

虹ひ
（２人）

生ネ
（３人）

共産
（４人）

フォ
（４人）

政和
（５人）

公明
（５人）件　　　　　　　　　名議案番号

承 認○○○○○○○○専決処分（小平市国民健康保険条例の一部を改正する条例）第１８号

原案可決○○○○○○○○平成２６年度小平市一般会計補正予算（第１号）第１９号

原案可決○○○○○○○○平成２６年度小平市下水道事業特別会計補正予算（第１号）第２０号

原案可決○○○○○○○○小平市税条例等の一部を改正する条例第２１号

原案可決○○○○○○○○小平市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例等の一部を改正する条例第２２号

原案可決○○○○○○○○小平市民総合体育館条例の一部を改正する条例第２３号

原案可決○○○○○○○○小平市消防団消防ポンプ自動車の買入れについて第２４号

会派名略称　公明：市議会公明党　政和：政和会　フォ：フォーラム小平　共産：日本共産党小平市議団　生ネ：生活者ネットワーク　虹ひ：虹とひかり　みな：みんなの党小平の会　志政：志政クラブ（無会派）

６月定例会

 　

平
成　

年
度
の
地
方
税
制
の
改
正

２６

に
伴
い
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、
個
人
住
民

税
関
係
で
は
、
肉
用
牛
の
売
却
に
よ

る
事
業
所
得
及
び
優
良
住
宅
地
の
造

成
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た

場
合
の
長
期
譲
渡
所
得
に
か
か
る
課

税
の
特
例
に
つ
い
て
、
適
用
期
限
を

３
年
間
延
長
し
ま
す
。

　

法
人
住
民
税
関
係
で
は
、
地
域
間

の
税
源
の
偏
在
性
を
是
正
し
、
財
政

力
格
差
の
縮
小
を
図
る
た
め
の
措
置

と
し
て
、
消
費
税
率
８
％
段
階
に
お

い
て
、
法
人
住
民
税
法
人
税
割
の
一

部
を
国
税
化
し
、
地
方
交
付
税
の
原

資
と
す
る
こ
と
に
伴
い
、
法
人
住
民

税
法
人
税
割
の
税
率
を
引
き
下
げ
ま

す
。
平
成　

年　

月
以
後
に
開
始
す

２６

１０

る
事
業
年
度
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
関
係
で
は
、
軽
自
動

車
に
か
か
る
税
負
担
水
準
の
不
均
衡

を
是
正
す
る
観
点
か
ら
税
率
の
見
直

し
を
行
う
も
の
で
、
臼
原
動
機
付
自

転
車
、
二
輪
の
軽
自
動
車
及
び
二
輪

の
小
型
自
動
車
に
か
か
る
税
率
を
、

お
お
む
ね
１
・
５
倍
に
引
き
上
げ
た

上
で
、
２
千
円
未
満
の
税
率
を
２
千

円
に
引
き
上
げ
る
、
渦
軽
四
輪
車
等

の
税
率
を
自
家
用
乗
用
車
に
あ
っ
て

は
１
・
５
倍
、
そ
の
他
の
区
分
の
車

両
に
あ
っ
て
は
お
お
む
ね
１
・　

倍
２５

に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
小
型
特

殊
自
動
車
の
税
率
を
引
き
上
げ
る
、

嘘
グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観
点
か
ら
、

初
め
て
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
て

か
ら　

年
を
経
過
し
た
軽
四
輪
車
等

１３

に
つ
い
て
、
税
率
の
お
お
む
ね　

％
２０

の
重
課
を
導
入
す
る
も
の
で
す
。
臼
、

小
平
市
税
条
例
等

小
平
市
税
条
例
等
のの

一
部
を
改
正
す
る
条

一
部
を
改
正
す
る
条
例例

渦
は
平
成　

年
度
分
以
後
の
軽
自
動

２７

車
税
に
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
渦
の
軽

四
輪
車
等
に
つ
い
て
は
平
成　

年
４

２７

月
１
日
以
後
に
初
め
て
車
両
番
号
の

指
定
を
受
け
た
も
の
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
嘘
は
平
成　

年
度
分
以
後
の

２８

軽
自
動
車
税
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
関
係
で
は
、
臼
い
わ

ゆ
る
わ
が
ま
ち
特
例
と
し
て
、
ノ
ン

フ
ロ
ン
製
品
及
び
特
定
の
公
害
防
止

施
設
や
設
備
に
か
か
る
固
定
資
産
税

の
特
例
措
置
に
つ
い
て
、
市
の
特
例

割
合
を
国
の
参
酌
基
準
と
同
様
の
割

合
で
定
め
る
、
渦
耐
震
診
断
が
義
務

づ
け
ら
れ
た
大
規
模
な
建
築
物
等
に

つ
い
て
、
一
定
の
耐
震
改
修
を
行
っ

た
場
合
に
固
定
資
産
税
を
減
額
す
る

も
の
で
す
。
臼
、
渦
と
も
平
成　

年
２７

度
分
以
後
の
固
定
資
産
税
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

 　

本
補
正
予
算
は
、
国
の
平
成　

年
２５

度
補
正
予
算
に
お
い
て
拡
充
さ
れ
た

事
業
等
の
実
施
に
必
要
と
な
る
経
費

を
計
上
す
る
ほ
か
、
本
年
度
の
当
初

予
算
編
成
後
に
新
た
に
実
施
す
る
こ

と
と
な
っ
た
事
業
に
関
す
る
経
費
等

を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、
総

務
費
で
は
、
防
災
体
制
の
充
実
事
業

と
し
て
、
防
災
協
力
農
地
に
立
て
る

案
内
標
識
を
作
成
し
ま
す
。

　

衛
生
費
で
は
、
国
ま
た
は
都
支
出

金
を
活
用
し
、
予
防
接
種
事
業
及
び

が
ん
検
診
事
業
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

労
働
費
で
は
、
緊
急
雇
用
創
出
事

業
と
し
て
、
中
小
企
業
等
の
発
信
力

強
化
に
よ
る
販
路
拡
大
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

平平
成成　

年
度
一
般
会

年
度
一
般
会
計計

２６２６

補
正
予
算
（
第
１
号

補
正
予
算
（
第
１
号
））

　

農
業
費
で
は
、
本
年
２
月
の
大
雪

に
よ
る
農
業
施
設
の
被
害
に
対
し
て

復
旧
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

教
育
費
で
は
、
仲
町
図
書
館
・
公

民
館
整
備
事
業
の
工
事
請
負
費
に
つ

い
て
、 
イ 
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
の

※

適
用
に
よ
る
経
費
を
計
上
し
ま
す
。

　

補
正
額
と
し
て
は
歳
入
歳
出
を
そ

れ
ぞ
れ
１
億
７
千
９
百　

万
２
千
円

９２

増
額
し
、
総
額
を
５
百　

億
５
千
７

９３

百　

万
２
千
円
と
し
ま
す
。

９２

　

財
源
構
成
と
し
て
は
、
国
及
び
都

支
出
金
を
事
業
の
実
施
に
伴
い
増
額

補
正
す
る
と
と
も
に
、
地
方
債
を
補

正
す
る
ほ
か
、
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
入
金
で
対
応
し
ま
す
。

※
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
と
は

　

工
事
請
負
契
約
書
の
規
定
に
よ
り
、

予
期
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
特
別
の

事
情
に
よ
り
、
工
期
内
に
日
本
国
内

に
お
い
て
急
激
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
ま
た
は
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
生
じ
、

契
約
代
金
額
が
著
し
く
不
適
当
と
な

っ
た
と
き
に
、
契
約
金
額
の
変
更
を

請
求
で
き
る
措
置
の
こ
と
。

 　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
が
平
成　

年
３
月　

日
付

２６

31

で
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成

　

年
度
の
課
税
事
務
を
進
め
る
必
要

２６か
ら
、
同
日
付
で
市
長
専
決
に
よ
り

条
例
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

改
正
内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
税

の
低
所
得
世
帯
に
対
す
る
被
保
険
者

均
等
割
及
び
世
帯
平
等
割
の
軽
減
措

置
の
う
ち
、
２
割
減
額
及
び
５
割
減

額
を
拡
充
す
る
も
の
で
す
。
２
割
減

額
に
つ
い
て
は
、
減
額
対
象
と
な
る

所
得
基
準
額
の
う
ち
、
被
保
険
者
一

人
当
た
り
の
加
算
額
を
現
行
の　

万
35

円
か
ら　

万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

４５

５
割
減
額
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
単

専
決
処
分
（
国
民
健

専
決
処
分
（
国
民
健
康康

保
険
条
例
の
一
部

保
険
条
例
の
一
部
をを

改
正
す
る
条
例

改
正
す
る
条
例
））

身
世
帯
を
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、

減
額
対
象
と
な
る
所
得
基
準
額
の
う

ち
、
被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
加
算

額
の
算
定
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
対

象
外
だ
っ
た
世
帯
主
を
含
め
る
こ
と

と
し
ま
す
。

 　

消
防
活
動
用
と
し
て
小
平
市
消
防

団
第
七
分
団
が
使
用
す
る
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
を
買
い
入
れ
る
に
当
た
り

提
案
す
る
も
の
で
す
。
条
件
付
一
般

競
争
入
札
に
よ
り
入
札
を
行
っ
た
結

果
、
株
式
会
社
ナ
カ
ム
ラ
消
防
化
学

東
京
営
業
所
が
落
札
し
、
仮
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。
契
約
金
額
は
消
費

税
込
み
で
２
千　

万
２
千
円
で
す
。

９５

  　

小
平
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
小
平
市
民
総
合
体

育
館
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る

こ
と
や
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、
臼
市
民
総

合
体
育
館
の
管
理
に
関
す
る
業
務
等

を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
規
定
す
る
、
渦
市
民

総
合
体
育
館
の
使
用
料
を
指
定
管
理

者
の
収
入
と
す
る
利
用
料
金
制
度
を

導
入
す
る
、
嘘
市
民
総
合
体
育
館
の

消
防
団
消
防
ポ
ン
プ

消
防
団
消
防
ポ
ン
プ 

自
動
車
の
買
入

自
動
車
の
買
入
れれ

消防団の消防ポンプ自動車

小
平
市
民
総
合
体
育
館
条

小
平
市
民
総
合
体
育
館
条
例例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例例

開
館
日
を
ふ
や
す
と
と
も
に
開
館
時

間
を
延
長
す
る
も
の
で
す
。
施
行
期

日
は
平
成　

年
４
月
１
日
で
す
。

２７

 　

本
補
正
予
算
は
、
平
成　

年
度
に

２６

着
工
を
予
定
し
て
い
る
大
沼
町
二
丁

目
４
番
か
ら　

番
先
の
雨
水 
管  
渠 
築

か
ん 
き
ょ

１２

造
工
事
に
係
る
工
事
内
容
の
変
更
に

伴
う
も
の
で
す
。
新
た
な
資
材
の
調

達
が
必
要
と
な
る
こ
と
や
、
国
土
交

通
省
の
要
請
に
基
づ
く
新
労
務
単
価

の
適
用
に
伴
い
、
工
事
費
に
増
額
が

生
じ
る
た
め
、
平
成　

年
度
の 
債 
務
※

２７

負
担
行
為
の
限
度
額
を
増
額
し
ま
す
。

※
債
務
負
担
行
為
と
は

　

予
算
は
単
一
年
度
で
完
結
す
る
の

が
原
則
で
あ
る
が
、
例
外
と
し
て
将

来
に
わ
た
る
支
払
い
義
務
に
対
応
す

る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
後
年
度
の
債

務
を
約
束
す
る
行
為
の
こ
と
。

 　

ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
助
成
制

度
、
乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
制
度
及

び
義
務
教
育
就
学
児
の
医
療
費
助
成

制
度
に
お
い
て
、
交
通
事
故
等
の
第

三
者
行
為
に
係
る
医
療
費
の
助
成
が

行
わ
れ
た
場
合
の
、
当
該
第
三
者
に

対
す
る
損
害
賠
償
請
求
の
法
的
根
拠

を
明
確
に
す
る
た
め
、
関
係
条
例
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。
施
行
期
日
は

平
成　

年
７
月
１
日
で
す
。

２６

 
農
業
委
員
会
委
員

　

石
毛　

航
太
郎
議
員

　

小
野
こ
う
い
ち
議
員

　

津
本　
　

裕
子
議
員

　

細
谷　
　
　

正
議
員

平
成

年
度
下
水
道
事
業

平
成　

年
度
下
水
道
事
業
特特

２６２６

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
））

ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療

ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費費

の
助
成
に
関
す
る
条
例

の
助
成
に
関
す
る
条
例
等等

の
一
部
を
改
正
す
る
条

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例例

議
会
人
事

可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可
決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
承承承承承承承承承承承承承承承承承承承承承
認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認
ししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

可
決
・
承
認
し
た
議
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案



平成２６年（２０１４年）７月２７日３ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

　五十音順に左から右へ記載してあります。
＜委員会名の略称＞
総務＝総務委員会、生文＝生活文教委員会、厚生＝厚生委員会、建設＝建設委員会
まち＝まちづくり検討特別委員会、議会改革＝議会改革推進特別委員会
議運＝議会運営委員会、議会報＝議会報編集委員会

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員のののののののののののののののののののの紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹議員の紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介

　市の事務に関する調査、及び議案・請願等の審査を行います。小平
市議会では条例により四つの常任委員会を設置しています。各委員会
の定数及び所管は次のとおりです。

　常任委員会とは別に、特定事件を調査するための委員会です。小平
市議会では二つの特別委員会を設置しています。各委員会の定数及び
所管は次のとおりです。

特特特特特特特特特特特特特特特特 別別別別別別別別別別別別別別別別 委委委委委委委委委委委委委委委委 員員員員員員員員員員員員員員員員特別委員 会会会会会会会会会会会会会会会会会 ◎＝委員長　
○＝副委員長常常常常常常常常常常常常常常常常 任任任任任任任任任任任任任任任任 委委委委委委委委委委委委委委委委 員員員員員員員員員員員員員員員員常任委員 会会会会会会会会会会会会会会会会会 ◎＝委員長　

○＝副委員長

◎川里　春治　○山岸真知子
　小林　洋子　　末廣　　進
　日向美砂子　　堀　　浩治
　村松まさみ

◎滝口　幸一　○吉池たかゆき
　 川　　浩　　小野こういち
　橋本　久雄　　細谷　　正

◎小林　洋子　　○平野ひろみ
　磯山　　亮　　　細谷　　正
　村松まさみ　　　山岸真知子
　幸田　昌之　　　吉池たかゆき

◎宮寺　賢一　　○橋本　久雄
　岩本　博子　　　坂井やすのり
　末廣　　進　　　常松　大介
　津本　裕子　　　山岸真知子

 橋  本 　 久  雄 （６３）
はし もと ひさ お

④　虹とひかり
建設・議会改革・議運（副委員長）
学園西町１崖２２崖１５崖１０１
緯０４２崖３４８崖１１２７

 日  向  美  砂  子 （５２）
ひ なた み さ こ

②　生活者ネットワーク
厚生・議会改革（副委員長）
小川町１崖８６９崖１崖１０３
緯（事）０４２崖３４２崖４４９４

 平  野 ひろみ（５５）
ひら の

②　生活者ネットワーク
総務・まち・議会報（副委員長）
小川東町５崖１１崖１１崖７０２
緯（事）０４２崖３４２崖４４９４

 細  谷 　 正 （３５）
ほそ や  ただし

①　日本共産党小平市議団
建設・まち・議会報
小川西町５崖３７崖６
緯０４２崖３４５崖０８１８

 堀 　 浩  治 （３１）
ほり こう じ

①　志政クラブ
厚生・議会改革

上水南町３崖１９崖２０崖１０１
緯０４２崖３１３崖９４５３

 宮  寺 　 賢  一 （７０）
みや でら けん いち

②　政和会
総務・議運（委員長）
小川町１崖２６５
緯０４２崖３４１崖７９６４

 村  松 まさみ（３２）
むら まつ

①　虹とひかり
厚生・まち・議会報

仲町２３６
緯０４２崖３４４崖５３３７

 山  岸  真  知  子 （５５）
やま ぎし ま ち こ

②　市議会公明党
厚生（副委員長）・議運・議会報

たかの台１９崖７
緯０４２崖３０９崖５３５５

 幸  田 　 昌  之 （４６）
ゆき た まさ ゆき

①　市議会公明党
総務・まち・議会報
学園西町１崖３７崖４
緯０４２崖３４７崖７４８０

 吉  池 たかゆき（４１）
よし いけ

①　みんなの党小平の会
建設（副委員長）・まち・議会報
学園西町１崖２１崖１４
緯０４２崖３１５崖８２２６

 津  本 　 裕  子 （５３）
つ もと ゆう こ

③　市議会公明党
生文・まち（副委員長）・議運
花小金井南町１崖１７崖１１崖１１０
緯０４２崖４６４崖１１２６

 常  松 　 大  介 （４７）
つね まつ だい すけ

③　フォーラム小平
副議長・総務（副委員長）・議運
上水本町１崖１０崖２１崖１
緯０４２崖３５９崖４７４０

 立  花 
たち ばな

　 隆  一 （５９）
 りゅう いち

④　市議会公明党
総務（委員長）・議会改革
小川町１崖４４２崖８
緯０４２崖３３２崖０６９４

 滝  口 
たき ぐち

　 幸  一 （４１）
こう いち

②　フォーラム小平
建設（委員長）・まち
学園西町３崖１崖２２
緯０４２崖３４７崖１０６０

 末  廣 　 進 （６８）
すえ ひろ  すすむ

①　日本共産党小平市議団
厚生・議運
仲町８６崖１１２

緯０４２崖３４３崖７２６８

 佐  野 　 郁  夫 （５８）
さ の いく お

③　政和会
総務・まち

小川西町２崖２６崖２１
緯０４２崖３３２崖６３００

 佐  藤 　 充 （６２）
さ とう  みつる

③　日本共産党小平市議団
総務・まち（委員長）
小川町２崖１３６２崖１１
緯０４２崖３４３崖０８３１

 坂  井 やすのり（７１）
さか い

①　みんなの党小平の会
生文・議会改革・議運
小川町２崖１３２６崖２
緯０４２崖３１２崖３４５８

 小林 　 洋  子 （４１）
 こ ばやし よう こ

①　フォーラム小平
厚生・議会報（委員長）

鈴木町１崖２４８
緯０４２崖３４１崖５７４９

 木  村 まゆみ（６２）
き むら

④　日本共産党小平市議団
生文（委員長）・議会改革
津田町１崖２崖１１
緯０４２崖３４４崖４９２８

 小  野 こういち（６６）
お の

①　政和会
建設

小川町２崖１８７９崖４
緯０４２崖３４３崖８４１２

 岩  本 　 博  子 （５４）
いわ もと ひろ こ

③　生活者ネットワーク
生文・議運

美園町２崖１９崖１６崖２
緯（事）０４２崖３４２崖４４９４

 磯  山 　 亮 （３４）
いそ やま  りょう

①　政和会
生文（副委員長）・まち・議会報
花小金井南町１崖１８崖３９崖３０５

緯０４２崖４５２崖７６３１

 石  毛  航  太  郎 （３３）
いし げ こう た ろう

②　フォーラム小平
生文・議会改革

花小金井１崖２９崖９
緯０４２崖４５２崖９０９１

 　  虻 川 　
あぶ かわ

 浩 （５３）
 ひろし

②　市議会公明党
建設・議会改革（委員長）
美園町２崖３崖１５崖１０３
緯０４２崖３４８崖０４８３

 浅  倉 　 成  樹 （６２）
あさ くら しげ き

⑤　市議会公明党
議長

学園東町１崖３崖１１崖４０２
緯０４２崖３４１崖７８５０

 川  里 　 春  治 （６７）
かわ さと はる じ

②　政和会
厚生（委員長）・議会改革
花小金井３崖１１崖８
緯０４２崖４６１崖８２９２

 氏　名 （年齢は発行日現在）
ふ り が な

当選回数　会派名
常任委員会・特別委員会等
住　　所 （事）は事務所
電話番号　　　　　　　

券
犬
鹸

写　真

■議会改革推進特別委員会（９人）
　①議会基本条例制定の基本的事
項の調査②広報広聴活動の基本的
事項の調査

■総務委員会（７人）
　市の基本計画、財政、広報・広
聴、個人情報保護、情報公開、職
員給与、契約、財産管理、戸籍・
住民記録、市税、公金の出納など
に関する事項

■生活文教委員会（７人※欠員１人）
　消費生活、地域センター、文化
施策、産業振興、防災、ごみ・リ
サイクル、環境対策、学校教育、
生涯学習、体育、公民館、図書館
などに関する事項

■まちづくり検討特別委員会（１０人）
　①駅前開発、都市計画道路等の
基本的事項の調査②防災、産業活
性化等の視点からの総合的なまちづ
くりの基本的事項の調査③都市計画
マスタープランの基本的事項の調査

◎ 川　　浩　　○日向美砂子
　石毛航太郎　　　川里　春治
　木村まゆみ　　　坂井やすのり
　立花　隆一　　　橋本　久雄
　堀　　浩治

◎佐藤　　充　　○津本　裕子
　磯山　　亮　　　佐野　郁夫
　滝口　幸一　　　平野ひろみ
　細谷　　正　　　村松まさみ
　幸田　昌之　　　吉池たかゆき

◎立花　隆一　○常松　大介
　佐藤　　充　　佐野　郁夫
　平野ひろみ　　宮寺　賢一
　幸田　昌之

◎木村まゆみ　　○磯山　　亮
　石毛航太郎　　　岩本　博子
　坂井やすのり　　津本　裕子

■厚生委員会（７人）
　国民健康保険、児童、保育、青
少年・男女平等、高齢者福祉、介
護保険、障害者福祉、生活福祉、
健康施策などに関する事項

■建設委員会（７人※欠員１人）
　下水道、道路、交通対策、都市
計画、公共交通、土地区画整理、
市街地再開発、公園・緑地、用水
などに関する事項

（８人）議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会報報報報報報報報報報報報報報報報編編編編編編編編編編編編編編編編集集集集集集集集集集集集集集集集委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員議会報編集委員会会会会会会会会会会会会会会会会会（８人）議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会運運運運運運運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営営営営営営営委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員議会運営委員会会会会会会会会会会会会会会会会会
　年４回発行の議会報の編集・発
行

　議会運営に関する事項について
の調査、及び議案・請願等の審査



一般質問

平成２６年（２０１４年）７月２７日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ４

市政を問市政を問うう一一般般質質問問一般質一般質問問 議員が議案以外に市の行政全般にわたり、
市長や教育長などに説明や報告を求め、
また所信をただすことです。適正な行政
運営を行う上で、その役割は重要です。
ここでは、２４人の議員からの質問のうち、
１人３件までその要旨を掲載しました。

一般質問とは （公明）＝市議会公明党
（政和）＝政和会
（フォ）＝フォーラム小平
（共産）＝日本共産党小平市議団
（生ネ）＝生活者ネットワーク
（虹ひ）＝虹とひかり
（みな）＝みんなの党小平の会
（志政）＝志政クラブ

一般質問の詳細についてはインターネット議会中継をご覧ください。アドレスはhttp://www.discussvision.net/kodairasi/2.html

行
政
一
般

公
園
・
用
水

産 業
暮らし

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

臼
試
行 

期
間
中
の
実
施
結
果
と
評
価
は
。

　

渦
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
に
よ
っ

て
課
題
は
ど
う
改
善
さ
れ
た
か
。

市
長　

臼
平
成　

年
度
に
２
件
、　

２３

２４

年
度
に
２
件
、
合
計
４
件
の
総
合
評

価
方
式
を
試
行
実
施
し
た
。
品
質
等

に
す
ぐ
れ
、
社
会
貢
献
に
積
極
的
な

事
業
者
を
選
定
す
る
目
的
が
一
定
程

度
達
成
で
き
た
と
評
価
し
て
い
る
。

　

渦
価
格
点
で
差
が
開
き
に
く
い
点

を
算
出
方
法
の
見
直
し
に
よ
り
改
善

し
た
ほ
か
、
社
会
貢
献
等
に
関
す
る

評
価
項
目
を
実
績
や
継
続
性
等
の
実

効
性
を
評
価
す
る
内
容
に
変
更
し
た
。

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
こ
れ 

ま
で
の
市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　

渦
積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
の
対

策
本
部
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
は
。

市
長　

臼
都
か
ら
送
付
さ
れ
た
ポ
ス

タ
ー
を
公
共
施
設
に
掲
示
し
た
ほ
か
、

競
技
大
会
の
開
催
に
向
け
た
機
運
醸

成
と
し
て
の
ぼ
り
旗
の
掲
出
と
ピ
ン

総
合
評
価
方
式
の
見
直
し
、

改

善

は

進

ん

だ

の

か

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

バ
ッ
ジ
の
配
布
を
行
っ
た
。

　

渦
国
や
都
の
動
向
、
各
市
の
取
り

組
み
の
情
報
収
集
に
努
め
て
お
り
、

今
後
、
国
や
都
と
の
連
携
の
可
能
性

な
ど
の
検
討
を
行
う
中
で
組
織
に
つ

い
て
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
小
平 

市
民
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
。

　

渦
事
業
の
概
要
を
市
報
等
で
ア
ナ

ウ
ン
ス
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
国
分
寺
駅
を
利
用
す
る
小

平
市
民
に
と
っ
て
は
駅
前
広
場
等
の

整
備
に
よ
り
安
全
で
快
適
な
環
境
と

な
り
、
ま
た
、
再
開
発
に
伴
い
商
業

施
設
が
整
備
さ
れ
、
利
便
性
が
向
上

す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
原
則
、
小
平
市
政
の
情
報
を
掲

載
し
て
い
る
こ
と
や
、
他
市
の
事
業

の
記
事
に
関
す
る
責
任
の
所
在
が
不

明
確
に
な
る
た
め
難
し
い
と
考
え
る
。

 
常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
市
が 

所
有
、
管
理
し
て
い
る
建
物
の
う
ち
、

改
正
法
で
耐
震
診
断
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
建
物
と
そ
の
総
床
面
積
は
。

　

渦
公
共
施
設
の
再
配
置
政
策
と
、

耐
震
改
修
促
進
法
の
助
成
制
度
を
組

み
合
わ
せ
て
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
義
務
づ
け
の
対
象
と
な
る

建
物
は
な
い
が
、
中
央
公
民
館
等
の

　

施
設
、
約
１
万
３
千
平
方
メ
ー
ト

１３ル
が
指
導
や
公
表
等
の
対
象
と
な
る
。

　

渦
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
、

耐
震
化
の
状
況
も
検
討
要
素
の
一
つ

と
な
る
。
今
後
、
耐
震
診
断
等
が
必

要
と
な
り
、
助
成
の
対
象
と
な
る
場

国
分
寺
駅
北
口
再
開
発
計
画
を

市
報
で
広
報
で
き
な
い
か

改
正
耐
震
改
修
促
進
法
施
行
に
よ
り

小
平
市
内
の
建
物
が
受
け
る
影
響
は

合
に
は
助
成
制
度
を
活
用
し
て
い
く
。

  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

臼
業
績 

評
価
は
実
施
し
て
い
る
か
。

　

渦
人
事
評
価
の
昇
給
、
昇
格
、
期

末
手
当
、
勤
勉
手
当
へ
の
反
映
は
。

市
長　

臼
全
職
員
を
対
象
と
し
た
勤

務
評
定
の
中
で
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
係
長
職
以
上
の
職
員
へ
は
目
標

管
理
制
度
を
実
施
し
、
そ
の
評
価
を

業
績
評
価
に
も
反
映
さ
せ
て
い
る
。

　

渦
勤
務
評
定
の
結
果
は
職
員
の
昇

任
や
人
事
異
動
等
の
資
料
と
し
て
活

用
し
て
い
る
。
ま
た
、
昇
給
や
勤
勉

手
当
へ
の
反
映
は
職
員
団
体
と
の
協

議
が
調
っ
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
、

職
員
が
や
る
気
に
な
る
人
事
評
価
と

期
末
勤
勉
手
当
へ
の
適
正
な
反
映
を

早
期
に
反
映
で
き
る
よ
う
協
議
を
続

け
て
い
く
。

  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

臼
公
用 

車
の
台
数
削
減
の
検
討
は
進
ん
だ
か
。

　

渦
公
用
車
の
未
使
用
の
時
間
の
有

効
活
用
は
検
討
し
て
い
る
か
。

市
長　

臼
本
年
度
、
共
用
車
の
軽
貨

物
自
動
車
２
台
の
買
い
か
え
に
当
た

り
電
気
自
動
車
１
台
を
導
入
し
、
１

台
を
削
減
し
た
。
今
後
も
、
各
車
両

の
使
用
状
況
等
を
考
慮
し
な
が
ら
台

数
の
削
減
を
図
っ
て
い
く
。

　

渦
事
業
者
と
情
報
交
換
を
行
い
、

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
導
入
の
可
能
性

に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。

再
び
、民
間
の
活
用
で
戦
略
的
な
駐
車
場

経
営
と
公
用
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を

 
滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
公
園 

の
点
検
や
遊
具
の
修
繕
等
の
状
況
は
。

　

渦
地
域
特
性
に
合
っ
た
公
園
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
職
員
の
目
視
等
に
よ
る
点

検
の
ほ
か
、
す
べ
て
の
遊
具
を
毎
年

１
回
保
守
点
検
し
て
い
る
。
修
繕
は

点
検
結
果
に
基
づ
き
行
う
ほ
か
、
利

用
者
等
か
ら
不
具
合
の
連
絡
が
あ
っ

た
際
も
速
や
か
に
対
応
し
て
い
る
。

　

渦
近
隣
自
治
会
や
利
用
者
か
ら
意

見
等
を
も
ら
い
な
が
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
事
業
を
進
め
て
お
り
、
引
き
続
き
、

地
域
事
情
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
公
園

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

 
石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
ト 

イ
レ
の
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
使
い
づ
ら

公
園
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て

体
の
不
自
由
な
方
で
も
安
心
し
て
利

用
で
き
る
公
園
の
ト
イ
レ
の
充
実
を

い
と
い
う
声
は
市
に
届
い
て
い
る
か
。

　

渦
公
園
の
ト
イ
レ
を
計
画
的
に
改

善
し
て
い
く
予
定
は
あ
る
か
。

市
長　

臼
平
成　

年
度
か
ら　

年
度

２３

２５

ま
で
の
間
に
た
け
の
こ
公
園
の
ト
イ

レ
に
つ
い
て
の
意
見
が
１
件
あ
っ
た
。

　

渦
本
年
度
は
、
あ
か
し
あ
通
り
グ

リ
ー
ン
ロ
ー
ド
化
基
本
計
画
に
基
づ

く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
と
し
て
、
仲

町
第
２
公
園
の
ト
イ
レ
を
改
修
す
る

予
定
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
計
画
は

今
の
と
こ
ろ
な
い
が
、
要
望
等
を
踏

ま
え
な
が
ら
適
宜
検
討
し
て
い
く
。

 
平
野
ひ
ろ
み
議
員
（
生
ネ
）　

臼
今 

あ
る
緑
は
な
る
べ
く
減
ら
さ
ず
、
ま

た
つ
く
り
出
し
て
い
く
と
い
う
方
針

に
沿
っ
た
取
り
組
み
の
検
討
は
。

　

渦
屋
敷
林
等
を
所
有
者
以
外
が
保

全
し
た
り
で
き
る
手
法
は
な
い
か
。

市
長　

臼
本
年
度
は
、
身
近
な
ビ
オ

小

平

の

緑

を

守

り

い
か
し
て
い
く
た
め
に

ト
ー
プ
づ
く
り
事
業
を
推
進
す
る
た

め
、
そ
の
手
引
き
と
し
て
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

渦
屋
敷
林
は
住
居
と
し
て
の
敷
地

で
あ
り
、
土
地
の
買
い
取
り
を
伴
う

特
別
緑
地
保
全
地
区
へ
の
指
定
や
公

開
が
必
要
と
な
る
市
民
緑
地
制
度
の

活
用
は
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
。

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

臼
小
平 

市
の
プ
レ
ー
パ
ー
ク
と
世
田
谷
区
の

プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
違
い
は
何
か
。

　

渦
今
後
の
事
業
の
予
算
措
置
等
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

臼
世
田
谷
区
は
区
の
事
業
と

し
て
団
体
に
委
託
し
て
実
施
す
る
常

設
型
で
あ
る
の
に
対
し
、
小
平
市
で

は
活
動
場
所
を
提
供
し
、
市
民
団
体

が
活
動
を
行
う
非
常
設
型
で
あ
る
。

　

渦
き
つ
ね
っ
ぱ
ら
公
園
に
プ
レ
ー

パ
ー
ク
エ
リ
ア
を
設
置
し
、
市
と
し

て
一
定
の
役
割
を
果
た
せ
た
こ
と
か

ら
、
特
に
事
業
化
す
る
予
定
は
な
い
。

市
が
プ
レ
ー
パ
ー
ク
と

呼

ぶ

事

業

に

つ

い

て

 
吉
池
た
か
ゆ
き
議
員（
み
な
）　

臼
新

し
い
地
域
自
治
の
目
指
す
姿
と
仕
組

み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

渦
町
会
制
度
を
復
活
さ
せ
る
取
り

組
み
が
必
要
で
は
。

市
長　

臼
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
解

決
す
る
こ
と
が
大
き
な
目
標
と
し
て

求
め
ら
れ
る
が
、
地
域
ご
と
に
目
指

す
姿
や
地
域
自
治
を
構
成
す
る
仕
組

再
び
、
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
自
治

会
等
の
充
実
と
育
成
と
課
題
に
つ
い
て

み
は
異
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
町
会
等
は
任
意
の
団
体
で
あ
り
、

今
後
も
側
面
的
支
援
を
行
う
。
そ
の

上
で
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
団
体
と
の
連

携
等
を
模
索
し
な
が
ら
、
新
し
い
地

域
自
治
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
細
谷　

正
議
員
（
共
産
）　

臼
こ
れ 

ま
で
の
市
の
空
き
店
舗
対
策
は
。

　

渦
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

実
施
を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
平
成　

年
度
か
ら　

年
度

１９

２１

ま
で
は
学
園
坂
商
店
会
の
レ
ン
タ
ル

ボ
ッ
ク
ス
学
園
坂
等
に
対
し
、
平
成

　

・　

年
度
は
同
商
店
会
の
学
園
坂

２２

２３

タ
ウ
ン
キ
ッ
チ
ン
に
対
し
運
営
費
補

助
等
の
支
援
を
行
っ
た
。

　

渦
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
等
の

一
定
の
政
策
目
的
に
基
づ
く
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
、
一
般
的

な
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
対
象
と
し
た

助
成
制
度
は
考
え
て
い
な
い
。

 
細
谷　

正
議
員
（
共
産
）　

臼
地
産 

地
消
を
進
め
る
分
野
と
課
題
は
。

　

渦
自
然
の
恵
み
を
楽
し
む
昔
な
が

ら
の
和
の
行
事
を
取
り
入
れ
た
取
り

組
み
を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
学
校
等
の
給
食
や
地
元
飲

店
舗
改
修
等
補
助
に
お
け
る

取

り

組

み

に

つ

い

て

農

業

分

野

に

お

け

る

地

産

地

消

の

促

進

を

食
店
等
へ
の
地
場
農
産
物
の
利
用
促

進
、
直
売
型
販
路
の
促
進
支
援
等
を

行
っ
て
い
る
が
、
安
定
的
な
売
り
先

の
確
保
等
が
課
題
で
あ
る
。

　

渦
小
平
ふ
る
さ
と
村
で
は
郷
土
の

食
文
化
に
関
す
る
事
業
を
実
施
し
て

お
り
、
餅
つ
き
等
の
体
験
事
業
も
行

っ
て
い
る
。
今
後
も
小
平
市
域
の
食

文
化
の
保
存
、
継
承
に
努
め
て
い
く
。

 
小
野
こ
う
い
ち
議
員（
政
和
）　

臼
農

地
に
関
す
る
情
報
を
市
民
へ
ど
の
よ

う
に
伝
え
て
い
る
か
。

　

渦
学
童
農
園
の
面
積
増
や
体
験
農

園
の
増
設
等
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長　

臼
農
業
団
体
等
が
実
施
す
る

交
流
イ
ベ
ン
ト
や
即
売
会
等
の
情
報

を
市
報
等
で
発
信
し
、
都
市
農
業
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

渦
学
童
農
園
は
、
利
用
す
る
児
童

数
等
か
ら
適
当
な
規
模
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
体
験
農
園
は
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
も
高
い
の
で
、
個
々
の
農
家

の
事
情
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
増
設
の

検
討
を
進
め
て
い
く
。

 
川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

臼
こ
と 

し
２
月
の
大
雪
の
被
害
状
況
の
把
握

が
遅
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

渦
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
損
害
に
対

す
る
補
償
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

臼
速
や
か
に
東
京
む
さ
し
農

業
協
同
組
合
と
連
携
し
て
被
害
状
況

の
確
認
、
把
握
に
努
め
て
お
り
、
対

応
が
遅
か
っ
た
と
の
認
識
は
な
い
。

　

渦
被
災
農
業
者
向
け
の
事
業
に
よ

り
、
国
や
都
と
連
携
し
て
、
農
業
経

営
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

施
設
の
復
旧
等
の
経
費
に
対
す
る
支

援
を
予
定
し
て
い
る
。

農
業
振
興
事
業
に
つ
い
て

雪
害
な
ど
自
然
災
害
で
損
害
を

こ
う
む
っ
た
方
へ
の
対
応
に
つ
い
て

滑
小
平
ふ
る
さ
と
村
の
体
験
事
業

滑
市
役
所
に
設
置
さ
れ
た
の
ぼ
り
旗



一般質問

平成２６年（２０１４年）７月２７日５ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

 
村
松
ま
さ
み
議
員
（
虹
ひ
）　

臼 
再  ※

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買

取
制
度
に
対
す
る
評
価
は
。

　

渦
電
力
調
達
に
お
け
る
一
般
競
争

入
札
を
導
入
し
て
の
評
価
は
。

市
長　

臼
こ
の
制
度
に
よ
り
コ
ス
ト

の
回
収
見
通
し
が
立
ち
や
す
く
な
る

と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
人
に
と
っ

て
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入
し
や
す

く
、
普
及
が
進
む
と
期
待
し
て
い
る
。

　

渦
市
の
環
境
評
価
基
準
を
満
た
す

こ
と
を
入
札
参
加
の
条
件
と
し
て
お

り
、
一
定
レ
ベ
ル
以
上
の
環
境
に
配

慮
し
た
事
業
者
に
よ
る
価
格
競
争
を

行
っ
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

※
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価

格
買
取
制
度
と
は

　

太
陽
光
発
電
等
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
発
電
さ
れ
た
電
気
を
、
電

気
事
業
者
が
一
定
の
期
間
定
め
ら
れ

た
価
格
で
買
い
取
る
こ
と
を
義
務
づ

け
た
制
度
の
こ
と
。

 
岩
本
博
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
環
境 

部
に
は
環
境
行
政
を
推
進
す
る
事
務

局
と
し
て
の
十
分
な
権
限
が
あ
る
か
。

　

渦
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

市
長　

臼
環
境
部
が
事
務
局
と
な
っ

て
、
環
境
施
策
推
進
本
部
を
設
置
し
、

人
と
環
境
に
よ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

あ
り
方
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
こ
う

市
の
す
べ
て
の
施
策
は
環
境
の

視
点
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
か

子
ど
も
・
女
性

医
療
・
健
康

 
津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

臼
デ
ー 

タ
分
析
を
生
か
し
た
施
策
の
具
体
的

な
進
め
方
は
。

　

渦
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通

知
の
改
善
を
ど
う
進
め
て
い
る
か
。

市
長　

臼
本
年
度
中
に
診
療
報
酬
明

細
書
等
の
デ
ー
タ
分
析
を
行
う
と
と

も
に
、
国
保
加
入
者
の
健
康
保
持
増

進
の
た
め
の
実
施
計
画
の
策
定
に
向

け
て
速
や
か
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

渦
デ
ー
タ
分
析
の
結
果
を
踏
ま
え
、

対
象
範
囲
の
拡
大
や
医
科
レ
セ
プ
ト

と
の
突
合
等
に
よ
る
き
め
細
や
か
な

勧
奨
を
検
討
し
て
い
く
。

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

健
康 

寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
認
知
度
を

上
げ
る
積
極
的
な
普
及
啓
発
が
必
要

だ
が
、
市
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
予
防
の
た
め
に
市
独
自
の
健
康
体

操
を
考
案
し
て
お
り
、
８
月
か
ら
健

康
体
操
を
メ
ー
ン
と
し
た
教
室
の
開

催
と
出
張
健
康
教
室
を
実
施
す
る
。

あ
わ
せ
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ

り
健
康
体
操
の
普
及
と
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
周
知
等
を
行
い
、

健
康
長
寿
社
会
を
築
く
た
め
の
デ
ー
タ

分
析
を
い
か
し
た
施
策
の
進
捗
は

 
ロ 
コ
モ
予
防
を
推
進
し
健
康

※寿
命
を
平
均
寿
命
に
近
づ
け
よ
う

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
動
画
配
信
も

検
討
し
て
い
く
。

※
ロ
コ
モ
と
は

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

略
で
、
年
齢
と
と
も
に
運
動
機
能
が

低
下
し
、
自
立
度
が
低
下
す
る
こ
と

で
、
介
護
が
必
要
と
な
る
可
能
性
が

高
い
状
態
の
こ
と
。

 
坂
井
や
す
の
り
議
員（
み
な
）　

臼
全

庁
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編

成
し
、
総
合
的
な
対
策
に
取
り
組
む

と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
進
め
方
は
。

　

渦
介
護
保
険
べ
ん
り
帳
が
改
訂
さ

れ
た
が
、
今
回
の
改
訂
の
狙
い
は
。

市
長　

臼
健
康
増
進
に
か
か
わ
る
事

業
の
全
体
把
握
を
行
い
、
そ
れ
を
踏

ま
え
て
、
市
の
新
た
な
健
康
増
進
計

画
の
策
定
を
視
野
に
入
れ
て
全
庁
的

な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
介
護
報
酬
の
改
定
等
へ
の
対
応

の
ほ
か
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
で
、
利
用
に
か
か

る
費
用
の
目
安
を
利
用
者
に
わ
か
り

や
す
い
表
示
に
変
更
す
る
な
ど
し
た
。

 
津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

臼
医
療 

費
助
成
の
対
象
と
な
ら
な
い
費
用
を

補
助
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

渦
来
年
度
か
ら
医
療
費
助
成
対
象

の
難
病
が
約　

疾
患
に
ふ
え
る
が
、

３００

ど
の
よ
う
に
支
援
を
行
っ
て
い
く
か
。

市
長　

臼
通
院
時
の
交
通
費
へ
の
支

援
等
は
、
国
の
難
病
対
策
に
は
組
み

込
ま
れ
て
い
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
状

況
に
応
じ
た
要
望
が
あ
る
の
で
、
国

の
対
応
に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

超
高
齢
社
会
を
目
前
に
し
、
健
康

長
寿
社
会
の
実
現
を
目
指
そ
う

難

病

と

闘

う

た

め

に

市

は

支

援

を

す

べ

き
　

渦
国
の
事
業
と
の
連
携
を
基
本
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
現
在
、
国
が

進
め
て
い
る
法
制
度
の
検
討
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

 
末
廣　

進
議
員
（
共
産
）　

臼
課
税 

方
式
の
変
更
に
よ
り
多
人
数
世
帯
の

保
険
税
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
。

　

渦　

歳
未
満
の
加
入
者
数
に
よ
り

１８

軽
減
措
置
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
所
得
額　

万
円
、
固
定
資

２５０

産
税
額
は
課
税
さ
れ
て
い
な
い
世
帯

で
試
算
す
る
と
、
３
年
間
の
合
計
で

２
人
世
帯
は
８
千
６
百
円
、
３
人
世

帯
は
１
万
１
千
６
百
円
、
４
人
世
帯

は
１
万
４
千
６
百
円
の
増
額
に
な
る
。

　

渦
多
人
数
世
帯
に
対
す
る
一
つ
の

負
担
軽
減
策
に
な
る
と
理
解
し
て
い

る
が
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政
状
況

に
影
響
が
及
ぶ
と
考
え
て
い
る
。

 
石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
医 

療
費
の
伸
び
を
抑
え
る
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
行
っ
て
き
た
こ
と
は
。

　

渦
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ

ー
ル
の
配
布
の
状
況
は
。

市
長　

臼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
利

用
差
額
通
知
書
の
送
付
や
、
重
複
頻

回
受
診
者
に
対
す
る
保
健
指
導
等
の

国
民
健
康
保
険
の
課
税
方
式
変
更
に

伴
う
均
等
割
額
の
負
担
軽
減
措
置
を

増
加
す
る
医
療
費
に
対
し
、
市
は

可
能
な
限
り
対
策
を
講
ず
る
べ
き

保
健
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
医
療

費
の
適
正
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

渦
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

一
斉
更
新
の
際
に
同
封
し
た
。
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
一
斉
更

新
で
も
送
付
す
る
予
定
で
あ
り
、
さ

ら
な
る
普
及
拡
大
に
努
め
て
い
く
。

 
小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
骨
髄 

バ
ン
ク
の
市
内
の
登
録
者
を
把
握
で

き
て
い
る
か
。

　

渦
登
録
者
数
を
ふ
や
す
た
め
の
取

り
組
み
に
は
何
が
あ
る
か
。

市
長　

臼
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
に
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
都
道
府
県
別
で

の
集
計
の
た
め
、
市
単
位
で
の
把
握

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
昨
年
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
リ
ン
ク
を
張
っ
た
ほ
か
、
日

本
骨
髄
バ
ン
ク
作
成
の
ド
ナ
ー
登
録

の
し
お
り
や
広
報
紙
を
健
康
セ
ン
タ

ー
で
配
布
し
て
い
る
。

骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
の
抱
え
る

問

題

対

応

に

つ

い

て

 
川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

臼
一
時 

預
か
り
事
業
の
利
用
に
関
す
る
調
査

結
果
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

渦
調
査
結
果
の
全
体
的
な
考
え
方

は
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

市
長　

臼
利
用
し
た
い
と
す
る
回
答

が
約　

％
を
占
め
潜
在
ニ
ー
ズ
は
高

５０

い
と
認
識
し
て
い
る
。
本
年
度
策
定

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
の
中
で
制
度
の
拡
充
を
検
討
す
る
。

　

渦
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

子
ど
も
と
保
護
者
が
置
か
れ
て
い
る

環
境
等
を
正
確
に
把
握
し
た
上
で
、

子
ど
も
・
子
育
て
審
議
会
で
十
分
に

議
論
し
、
事
業
計
画
を
策
定
す
る
。

 
日
向
美
砂
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
Ｄ 

Ｖ
防
止
啓
発
講
座
の
実
施
状
況
と
成

果
、
今
後
の
課
題
は
。

　

渦
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
に
関
す
る

相
談
等
へ
の
庁
内
連
携
の
体
制
は
。

市
長　

臼
平
成　

年
か
ら
実
施
し
て

２４

お
り
、
Ｄ
Ｖ
は
身
体
的
暴
力
だ
け
で

な
く
、
行
動
を
監
視
す
る
な
ど
の
精

神
的
な
暴
力
も
該
当
す
る
こ
と
を
参

加
者
に
理
解
し
て
も
ら
え
た
。
今
後

の
課
題
と
し
て
は
、
若
年
層
へ
の
啓

発
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
守
秘
義
務
等
の
法
令
遵
守
を
徹

底
す
る
中
で
、
事
案
に
応
じ
て
連
携

を
図
っ
て
い
る
。

 
岩
本
博
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
子
ど 

も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ

調
査
か
ら
、
主
な
課
題
は
何
か
。

　

渦
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
は
次
世
代
育
成
支
援
後
期
行
動
計

画
を
包
含
す
る
計
画
に
す
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
認
知
度
が
低
い
事
業
の
認

知
度
を
上
げ
る
努
力
が
必
要
と
考
え

る
。
ま
た
、
情
報
提
供
の
充
実
に
関

す
る
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
課

題
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る
。

　

渦
事
業
計
画
に
含
ま
れ
な
い
も
の

は
、
お
お
む
ね
各
種
個
別
計
画
等
に

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
補
完
さ
れ
る

と
考
え
て
い
る
。

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

臼
婚 

姻
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
家
庭
に
寡
婦

控
除
を
み
な
し
適
用
し
、
保
育
料
等

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
や

ス
ト
ー
カ
ー
を
な
く
す
た
め
に

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
は

子
ど
も
施
策
の
総
合
計
画
に

一
日
も
早
く
全
て
の
ひ
と
り
親
家
庭

に
寡
婦
控
除
の
み
な
し
適
用
を

を
軽
減
し
て
い
る
自
治
体
が
ふ
え
て

い
る
が
、
多
摩
地
域
の
実
施
状
況
は
。

　

渦
み
な
し
適
用
を
実
施
し
保
育
料

等
の
負
担
軽
減
を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
既
に
実
施
し
て
い
る
自
治

体
が　

市
中　

市
、
検
討
中
が
小
平

２６

１１

市
を
含
め
７
市
、
実
施
予
定
な
し
が

８
市
で
あ
る
。

　

渦
他
市
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

検
討
し
て
い
く
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

臼
新
制 

度
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
保
育
や
学
習
、

生
活
環
境
は
ど
う
変
化
す
る
か
。

　

渦
待
機
児
童
解
消
の
た
め
に
、
鈴

木
保
育
園
を
私
立
保
育
園
移
行
後
も

活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長　

臼
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
は

な
い
と
認
識
し
て
い
る
が
、
教
育
・

保
育
の
質
の
向
上
に
向
け
、
新
制
度

の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
対
応
に
努
め
る
。

　

渦
現
在
の
鈴
木
保
育
園
の
保
育
園

と
し
て
の
用
途
は
、
平
成　

年
度
末

２７

を
も
っ
て
廃
止
と
な
る
が
、
移
行
後

の
用
地
等
の
利
用
は
市
全
体
の
中
で

総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

 
常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

子
ど
も
・ 

子
育
て
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
て
の
課
題
は
。

市
長　

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

で
認
知
度
の
低
い
事
業
が
あ
る
こ
と
、

子
ど
も
広
場
等
の
利
用
が
少
な
い
こ

と
、
子
育
て
ガ
イ
ド
の
認
知
度
は
高

い
が
利
用
が
下
回
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
周

知
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
事
業
に
つ

い
て
は
早
急
に
対
応
を
図
っ
て
い
く

が
、
課
題
を
解
決
で
き
る
事
業
が
あ

れ
ば
、
今
年
度
策
定
す
る
子
ど
も
・

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
及
び

保
育
園
待
機
児
童
解
消
に
つ
い
て

ニ
ー
ズ
調
査
を
終
え
子
ど
も
子
育
て

支
援
政
策
に
お
け
る
課
題
は
何
か

環
境
の
保
全
等
の
施
策
の
総
合
的
な

推
進
、
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

　

渦
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
環
境
保

全
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
上
で

有
効
な
手
段
と
認
識
し
て
い
る
。
市

で
も
同
様
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て

お
り
、
今
後
も
率
先
し
て
環
境
に
配

慮
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

 
幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

臼
犬
の 

し
つ
け
教
室
の
市
の
評
価
は
。

　

渦
動
物
の
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
す

た
め
に
市
が
で
き
る
こ
と
は
。

市
長　

臼
受
講
し
た
市
民
か
ら
大
変

参
考
に
な
っ
た
な
ど
好
意
的
な
感
想

が
あ
り
、
犬
を
飼
う
上
で
の
モ
ラ
ル

や
マ
ナ
ー
の
向
上
に
大
変
有
意
義
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
今
後
も
、
市
報
等
を
通
じ
て
飼

い
主
に
適
正
な
飼
育
方
法
等
の
普
及

啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
ペ
ッ

ト
を
手
放
そ
う
と
し
て
い
る
人
と
新

た
に
飼
育
を
希
望
す
る
人
の
橋
渡
し

を
行
う
制
度
の
活
用
に
も
取
り
組
む
。

 
村
松
ま
さ
み
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
先 

進
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
る
地
域
猫

活
動
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

渦
動
物
愛
護
教
育
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

臼
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
減

少
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
地
域
で
飼
育
管
理
す
る

こ
と
で
猫
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
な
く

す
試
み
で
あ
り
、
住
民
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育
長　

渦
平
成　

年
度
は
小
学
校

２５

２
校
が
学
校
動
物
飼
育
モ
デ
ル
校
に

指
定
さ
れ
、
動
物
へ
の
愛
着
、
愛
護

を
深
め
、
生
命
尊
重
の
気
持
ち
を
培

う
教
育
を
推
進
し
た
。

動
物
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
し

市
は
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う

動
物
と
人
が
平
和
に
共
生

で
き
る
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
中
に
盛
り

込
ん
で
い
く
。環 境

下水道
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一般質問

平成２６年（２０１４年）７月２７日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ６

防
災
・
防
犯

 
吉
池
た
か
ゆ
き
議
員（
み
な
）　

臼
犯

罪
発
生
件
数
が
ど
の
程
度
で
あ
れ
ば

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
の
か
。

　

渦
小
・
中
学
校
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
の
際
に
心
配
さ
れ
た
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
等
の
問
題
の
検
証
結
果
は
。

市
長　

臼
具
体
的
な
設
置
の
基
準
等

は
な
い
が
、
市
内
の
治
安
状
況
等
か

ら
、
現
時
点
で
は
不
特
定
多
数
が
往

来
す
る
地
域
で
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
の
必
要
性
は
高
く
な
い
と
考
え
る
。

教
育
長　

渦
要
綱
等
に
基
づ
き
、
管

理
責
任
者
で
あ
る
学
校
長
の
も
と
適

正
に
運
用
し
て
お
り
、
特
に
問
題
に

な
っ
た
事
例
は
生
じ
て
い
な
い
。

  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

臼
消
防 

車
両
進
入
困
難
地
域
等
の
火
災
危
険

地
域
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　

渦
震
災
時
の
火
災
対
策
と
し
て
、

家
庭
用
電
源
の
自
動
遮
断
装
置
へ
の

助
成
が
で
き
な
い
か
。

市
民
の
た
め
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設

置

に

つ

い

て

火
災
予
防
の
た
め
、
市
が

で

き

る

こ

と

は

何

か

市
長　

臼
小
平
消
防
署
か
ら
は
、
消

防
ホ
ー
ス
を
延
長
し
て
消
火
活
動
が

行
え
る
と
聞
い
て
お
り
、
消
防
団
等

へ
は
可
搬
式
の
消
防
ポ
ン
プ
も
配
備

さ
れ
て
い
る
。

　

渦
国
の
中
央
防
災
会
議
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
自
動
遮
断
装

置
の
必
要
性
が
提
言
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
や
都
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

臼
防
災 

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
地
区
単

位
を
考
え
て
い
る
か
。

　

渦
自
治
会
等
の
防
災
・
防
犯
対
策

へ
の
補
助
金
制
度
を
つ
く
れ
な
い
か
。

市
長　

臼
災
害
時
に
市
民
の
避
難
誘

導
等
を
行
う
緊
急
初
動
要
員
を
、
小

学
校
の
学
区
単
位
で
編
成
し
て
お
り
、

本
年
度
は
中
学
校
に
も
配
置
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
消
防
団
で
は
各
分
団

の
出
動
区
域
を
定
め
て
い
る
。

　

渦
自
主
防
災
組
織
に
防
災
資
器
材

の
整
備
や
訓
練
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
主

防
犯
組
織
に
も
活
動
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
。

 
坂
井
や
す
の
り
議
員（
み
な
）　

臼
徘

回
老
人
や
迷
子
の
捜
索
に
防
災
行
政

無
線
を
活
用
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。　

　

渦
通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

市
長　

臼
防
災
行
政
無
線
の
目
的
と

し
て
、
聞
く
側
が
非
常
時
で
あ
る
こ

と
を
強
く
意
識
し
て
行
動
し
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
こ
と

地
区
単
位
の
総
合
的
な

防
災
・
防
犯
対
策
に
つ
い
て

超
高
齢
・
少
子
化
社
会
に
お
け
る
徘
回

老
人
や
子
ど
も
の
安
全
確
保
等
は

道 路
交 通

都市
　整備

か
ら
、
現
時
点
で
は
非
常
時
の
災
害

対
応
に
限
定
し
て
使
用
し
て
い
る
。

教
育
長　

渦
保
護
者
や
地
域
に
よ
る

見
守
り
活
動
の
補
完
的
な
役
割
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
課
題

の
整
理
を
含
め
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
く
。

 
川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

臼
東
京 

街
道
か
ら
横
に
入
る
道
の
入
り
口
の

左
右
に
同
じ
標
識
が
あ
り
、
１
つ
で

十
分
と
思
う
。
道
路
の
規
制
標
識
の

設
置
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

渦
撤
去
す
る
に
は
ど
う
す
る
の
か
。

市
長　

臼
小
平
警
察
署
か
ら
、
道
路

交
通
法
等
に
基
づ
き
わ
か
り
や
す
く

見
や
す
い
場
所
に
必
要
な
枚
数
を
設

置
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

渦
必
要
な
枚
数
が
確
保
さ
れ
て
い

れ
ば
沿
道
住
民
の
同
意
に
基
づ
き
撤

去
が
可
能
だ
が
、
当
該
箇
所
に
つ
い

道
路
の
規
制
標
識
と
道
路
の

整
備
、
管
理
に
つ
い
て

て
は
、
都
の
道
路
拡
幅
工
事
に
よ
り

標
識
の
移
設
が
必
要
に
な
る
と
小
平

警
察
署
か
ら
聞
い
て
い
る
。

 
日
向
美
砂
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
た 

か
の
台
や
小
川
町
一
丁
目
等
を
含
む

Ｂ
地
区
で
の
運
行
に
向
け
た
検
討
は
。

　

渦
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
に
コ
ミ
タ
ク

を
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
は
。

市
長　

臼
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ

り
機
運
の
盛
り
上
げ
に
努
め
て
お
り
、

５
月
に
は
地
域
の
団
体
か
ら
の
依
頼

に
よ
り
説
明
会
を
開
催
し
た
。
引
き

続
き
、
検
討
組
織
の
立
ち
上
げ
に
向

け
た
働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

　

渦
５
月
に
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
の
ひ

ろ
ば
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
子
育

て
世
代
の
方
々
に
も
身
近
な
も
の
と

感
じ
て
も
ら
え
た
と
考
え
て
い
る
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

臼
登
下 

校
時
の
子
ど
も
た
ち
や
歩
行
者
と
自

動
車
等
と
の
接
触
の
危
険
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
地
域
の
交
通

状
況
と
安
全
へ
の
認
識
は
。

　

渦
安
全
対
策
の
現
状
と
今
後
の
対

策
は
。

市
長　

臼
学
園
東
町
地
域
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
交
通
が
往
来
す
る
こ
と
な
ど

か
ら
主
に
出
会
い
頭
で
の
事
故
が
発

生
し
や
す
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
注
意
喚
起
看
板
の
設
置
等
の
各

種
安
全
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
、
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
等
を
踏

ま
え
必
要
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

 
小
野
こ
う
い
ち
議
員（
政
和
）　

臼
青

梅
街
道
駅
踏
切
内
の
事
故
防
止
策
は
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
を

市

内

全

域

に

学
園
東
町
、と
り
わ
け
学
園
東
小
学
校

の
周
辺
等
の
交
通
と
安
全
対
策
は

青
梅
街
道
駅
踏
切
周
辺
に
お
け
る

歩
行
者
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　

渦
西
武
多
摩
湖
線
の
高
架
化
の
検

討
と
調
整
の
状
況
は
。

市
長　

臼
都
に
対
し
て
歩
道
の
拡
幅

や
歩
道
上
の
障
害
物
の
移
設
、
踏
切

拡
幅
改
良
の
早
期
改
善
を
要
望
し
て

い
る
。
今
の
と
こ
ろ
新
た
な
進
展
は

な
い
が
、
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

　

渦
具
体
的
な
検
討
や
近
隣
市
、
鉄

道
事
業
者
等
と
の
調
整
は
進
ん
で
い

な
い
が
、
周
辺
の
都
市
計
画
道
路
の

整
備
に
合
わ
せ
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
継
続
し
て
研
究
し
て

い
く
。

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

臼
鷹 

の
橋
か
ら
西
側
の
玉
川
上
水
緑
道
へ

の
街
路
灯
設
置
の
検
討
状
況
は
。

　

渦
小
平
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

　

号
線
の
開
通
以
降
、
二
中
通
り
へ

１０流
れ
る
車
の
量
が
多
く
な
り
、
危
険

性
が
高
ま
っ
た
と
感
じ
る
が
認
識
は
。

市
長　

臼
こ
の
冬
か
ら
自
然
環
境
調

査
を
行
い
、
一
部
の
区
間
で
照
明
の

試
験
点
灯
の
検
証
を
実
施
す
る
と
都

か
ら
聞
い
て
い
る
。

　

渦
小
川
駅
前
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
の
提
案
で
は
、
二
中
通
り

の
踏
切
よ
り
西
側
の
歩
行
者
や
自
転

子
育
て
世
代
の
視
点
で
歩
行
者

優

先

の

安

全

対

策

を

車
の
通
行
は
常
に
危
険
を
感
じ
る
状

態
と
し
て
お
り
、
市
で
も
こ
の
地
区

の
課
題
と
受
け
と
め
て
い
る
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

Ｂ
地 

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
運
行

へ
の
機
運
の
盛
り
上
が
り
の
認
識
、

及
び
に
じ
バ
ス
運
行
へ
の
要
望
は
。

市
長　

地
域
の
市
民
団
体
か
ら
の
依

頼
に
よ
り
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

運
行
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
検
討
組
織

の
立
ち
上
げ
に
向
け
た
働
き
か
け
を

し
て
い
く
。
ま
た
、
に
じ
バ
ス
運
行

の
要
望
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
が
、
鷹
の
台
駅
周
辺
の
道
路
幅
員

等
の
課
題
が
あ
り
、
具
体
的
な
検
討

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

 
小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
平
成 

　

年
度
に
小
学
校
で
行
っ
た
自
転
車

２５の
安
全
講
習
会
の
状
況
は
。

　

渦
平
成　

年
度
に
自
転
車
を
使
っ

２５

た
講
習
会
の
取
り
組
み
は
あ
っ
た
か
。

教
育
長　

臼
小
学
校　

校
全
校
で
実

１９

施
し
、
そ
の
う
ち　

校
は
屋
外
で
自

１４

転
車
を
使
っ
た
講
習
を
行
っ
た
。

市
長　

渦
年
２
回
行
わ
れ
る
市
民
の

交
通
安
全
教
室
の
中
で
、
児
童
等
を

対
象
に
自
転
車
教
室
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
中
学
校
２
校
で
は
、
交
通
事

故
再
現
型
交
通
安
全
教
室
の
中
で
、

生
徒
に
傘
差
し
運
転
等
の
危
険
な
乗

り
方
を
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。

 
幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

臼
市
役 

所
西
通
り
の
五
日
市
街
道
か
ら
南
の

市
境
ま
で
の
東
側
路
側
帯
は
狭
く
危

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
問
題
を
中
心
に

た
か
の
台
地
域
の
諸
課
題
に
つ
い
て

よ
り
一
層
の
自
転
車
マ
ナ
ー

ア

ッ

プ

を

目

指

そ

う

一
橋
学
園
駅
南
口
周
辺
と
市
役
所

西
通
り
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

険
な
た
め
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

渦
一
橋
学
園
駅
南
口
前
の
交
差
点

の
安
全
対
策
を
要
望
し
た
が
、
そ
の

後
の
対
策
は
。

市
長　

臼
路
側
帯
の
拡
幅
だ
け
で
な

く
、
道
路
の
交
通
環
境
等
を
考
慮
し
、

中
央
線
の
位
置
を
含
め
た
見
直
し
を

検
討
し
て
い
く
。

　

渦
市
役
所
西
通
り
に
自
動
車
運
転

者
等
へ
の
注
意
喚
起
の
看
板
を
設
置

し
た
。
信
号
機
の
設
置
は
交
通
管
理

者
か
ら
困
難
と
聞
い
て
い
る
の
で
、

今
後
も
他
の
対
策
を
協
議
し
て
い
く
。

　

％
の
整
備
率
で
、
現
時
点
で
は
具

４３体
的
な
整
備
計
画
は
な
い
。

　

渦
全
て
の
生
産
緑
地
の
所
有
者
が
、

市
に
対
し
て
一
斉
に
買
い
取
り
の
申

し
出
を
行
う
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

都
市
計
画
施
設
と
し
て
計
画
決
定
さ

れ
て
い
る
生
産
緑
地
に
つ
い
て
は
優

先
し
て
検
討
し
て
い
く
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

臼
鷹
の 

台
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

し
、
地
域
で
の
話
し
合
い
の
場
は
。

　

渦
鷹
の
台
駅
に
東
口
を
開
設
し
た

場
合
の
費
用
と
市
の
負
担
は
。

市
長　

臼
平
成　

年
に
駅
東
口
の
開

１８

設
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
、

平
成　

年
に
は
駅
構
内
と
地
下
自
由

２１

通
路
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
工
事
説
明

会
で
地
域
の
意
見
等
を
聞
い
た
。

　

渦
鉄
道
事
業
者
か
ら
は
約
３
億
円

か
ら
５
億
円
と
示
さ
れ
て
い
る
。
費

用
負
担
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
の

対
象
に
な
ら
な
い
た
め
、
鉄
道
事
業

者
と
の
協
議
に
よ
る
と
考
え
て
い
る
。

 
細
谷　

正
議
員
（
共
産
）　

臼
西
武 

鉄
道
と
の
協
議
の
状
況
は
。

　

渦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
停

留
所
付
近
の
歩
道
と
ガ
ー
ド
パ
イ
プ

の
関
係
性
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

臼
駅
の
東
西
自
由
通
路
等
の

整
備
を
含
め
、
再
開
発
事
業
へ
の
参

画
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。
事
業

へ
の
参
画
は
準
備
組
合
が
検
討
し
て

い
る
事
業
計
画
案
の
中
で
決
ま
る
の

で
、
今
後
も
協
議
を
続
け
て
い
く
。

　

渦
停
留
所
は
小
平
警
察
署
と
協
議

の
上
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

状
況
に
よ
り
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
を
取
り

外
す
場
合
も
あ
る
。

鷹

の

台

駅

周

辺

の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
べ
き

小
川
駅
西
口
地
区
再
開
発
と

周
辺
環
境
な
ど
に
つ
い
て

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

臼
都
市 

計
画
公
園
の
現
在
の
整
備
率
と
今
後

の
整
備
計
画
は
。

　

渦
多
く
の
生
産
緑
地
が
指
定
か
ら

　

年
を
迎
え
る
が
、
生
産
緑
地
の
買

３０い
取
り
申
し
出
に
対
す
る
考
え
は
。

市
長　

臼
平
成　

年
度
末
現
在
で
約

２５

宅
地
化
が
急
速
に
進
む
小
平
の

こ
れ
か
ら
の
緑
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

滑
東
京
街
道
を
横
に
入
る
道
に
設
置

さ
れ
て
い
る
道
路
標
識

➡➡
葛
家
庭
用
電
源
の
自
動
遮
断
装
置

葛
青
梅
街
道
駅
踏
切
周
辺
の
歩
道

葛
市
役
所
西
通
り
の
注
意
喚
起
看
板



一般質問

平成２６年（２０１４年）７月２７日７ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

公
共
施
設

 
幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

臼
さ
ま 

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
子
ど
も

の
心
身
を
鍛
え
、
可
能
性
を
最
大
限

に
引
き
出
す
た
め
に
施
設
の
充
実
等

が
必
要
と
考
え
る
。
硬
式
野
球
の
練

習
が
で
き
る
球
場
が
１
か
所
し
か
な

い
が
、
利
用
者
か
ら
要
望
は
あ
る
か
。

　

渦
市
内
に
テ
ニ
ス
の
壁
打
ち
練
習

が
で
き
る
施
設
は
あ
る
か
。

教
育
長　

臼
野
球
場
の
設
置
や
練
習

が
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ふ
や
し
て

ほ
し
い
と
の
意
見
を
聞
い
て
い
る
。

　

渦
現
在
、
壁
打
ち
練
習
が
で
き
る

体
育
施
設
は
備
え
て
い
な
い
。

 
常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

市
民
が 

地
域
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
い
と
思

っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
や

方
法
を
取
れ
ば
可
能
に
な
る
か
。

市
長　

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
変
化
等

を
踏
ま
え
十
分
な
検
証
を
行
っ
た
上

で
、
第
三
次
長
期
総
合
計
画
の
中
期

的
な
施
策
の
取
組
方
針
・
実
行
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
位
置
づ
け
、
事
業
化
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
現
時
点
で
は
新

た
な
設
置
予
定
は
な
い
が
、
今
後
、

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す

る
中
で
、
市
民
の
意
見
等
に
配
慮
し

た
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

 
滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
車
椅 

子
を
使
用
す
る
人
の
人
数
は
。

　

渦
歩
道
が
な
い
道
路
か
ら
地
域
セ

ン
タ
ー
敷
地
内
に
入
る
際
の
段
差
を

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
施
設
を
充
実
す
べ
き

市
民
が
地
域
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
た
い
と
思
っ
た
場
合
の
手
順
は

車
椅
子
が
入
り
や
す
い

地
域
セ
ン
タ
ー
に
す
る
べ
き
で
あ
る

解
消
す
る
工
夫
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
中

で
車
椅
子
を
貸
与
し
て
い
る
人
は
３

月
時
点
で　

人
、
障
害
者
で
車
椅
子

７３５

を
使
用
し
て
い
る
人
は
お
お
む
ね　
３００

人
か
ら　

人
程
度
と
考
え
て
い
る
。

３５０

　

渦
歩
道
と
接
し
て
い
な
い
８
館
の

う
ち
、
１
館
は
車
椅
子
対
応
用
の
Ｌ

形
側
溝
を
設
置
し
て
い
る
。
残
り
７

館
は
周
囲
の
道
路
状
況
や
施
工
方
法

等
を
検
討
の
上
、
対
応
し
て
い
く
。

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

市
及
び 

教
育
委
員
会
が
管
理
し
て
い
る
地
下

通
路
や
歩
道
橋
の
現
状
は
。

市
長　

地
下
通
路
は
中
央
公
園
西
口

に
１
か
所
あ
り
、
お
お
む
ね
良
好
な

状
況
で
あ
る
。
歩
道
橋
は
跨
線
橋
が

２
橋
あ
り
、
耐
震
補
強
や
部
材
の
腐

食
防
止
措
置
等
を
実
施
し
て
い
る
。

市

内

構

造

物

の

安

全

管
理
、
運
用
に
つ
い
て

 
 

【
公
共
施
設
】

○
地
域
セ
ン
タ
ー
を
さ
ら
に
利
用
し

や
す
く
す
る
た
め
に

【
子
ど
も
・
女
性
】

○
幼
保
一
元
化
に
つ
い
て

【
福
祉
】

○
孤
立
死
等
を
防
止
す
る
た
め
、
地

域
の
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

o
o

o
o
o
o
o
o
o

掲

載

分

以

外

の

質

問

項

目

福
祉

教 育
文 化

に
応
じ
た
支
援
の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
教
材
整
備
の
一
つ
と
し
て

研
究
し
て
い
く
。

 
津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

特
別
支 

援
教
育
の
観
点
か
ら
も
効
果
が
期
待

さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
取
り
組

み
を
進
め
る
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

教
育
長　

さ
ま
ざ
ま
な
視
覚
情
報
を

効
果
的
に
提
示
し
、
一
人
一
人
の
認

知
の
仕
方
や
学
習
の
困
難
度
に
応
じ

た
指
導
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
は
、

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・

生
徒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
て
の

児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
も
わ
か
り
や

す
い
授
業
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

導
入
を
推
進
す
る
に
は
費
用
面
の
課

題
も
あ
る
が
、
今
後
も
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
を
含
め
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
効
果

的
な
活
用
の
研
究
を
進
め
て
い
く
。

 
坂
井
や
す
の
り
議
員（
み
な
）　

部
活

動
で
の
自
転
車
利
用
を
早
急
に
検
討

し
、
再
開
す
る
意
思
は
あ
る
か
。

教
育
長　

こ
と
し
５
月
に
児
童
・
生

徒
の
安
全
な
自
転
車
利
用
に
関
す
る

協
議
会
を
開
催
し
、
小
・
中
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会

の
代
表
者
な
ど
、
関
係
団
体
の
方
か

ら
意
見
を
聞
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
、
協
議
会
で
の
意
見
等
を
整
理

し
た
上
で
、
日
常
の
自
転
車
の
安
全

利
用
や
部
活
動
で
の
自
転
車
利
用
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

 
小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
学
校 

図
書
館
協
力
員
と
司
書
教
諭
は
ど
の

よ
う
に
連
携
し
て
い
る
か
。

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
活
用
に
つ
い
て

中
学
校
部
活
動
の
自
転
車
利
用
禁
止

を
見
直
し
、
早
急
な
再
開
を
求
め
る

学
校
図
書
館
の
充
実
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
用
に
つ
い
て

教
育
長　

花
小
金
井
小
学
校
に
地
下

道
が
１
か
所
と
、
鈴
木
小
学
校
の
通

学
路
と
し
て
地
下
通
路
が
１
か
所
あ

り
、
お
お
む
ね
良
好
な
状
況
で
あ
る
。

歩
道
橋
は
花
小
金
井
小
学
校
の
校
庭

に
跨
線
橋
が
１
橋
あ
り
、
耐
震
補
強

等
の
措
置
を
実
施
し
て
い
る
。

 
末
廣　

進
議
員
（
共
産
）　

臼
多
摩 

　

市
の
中
で
、
お
む
つ
支
給
等
事
業

２６の
受
給
対
象
者
を
市
民
税
非
課
税
世

帯
と
し
て
い
る
自
治
体
の
数
は
。

　

渦
受
給
条
件
か
ら
所
得
制
限
を
撤

廃
す
べ
き
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

市
長　

臼
非
課
税
世
帯
と
し
て
い
る

の
は
小
平
市
を
含
め
６
市
、
非
課
税

者
と
し
て
い
る
の
は
５
市
で
あ
る
。

　

渦
平
成　

年
か
ら
現
在
の
事
業
内

２２

容
に
変
更
し
た
経
緯
も
あ
り
、
引
き

続
き
、
事
業
推
移
の
検
証
に
努
め
て

い
く
。
ま
た
、
同
種
の
事
業
が
全
国

で
実
施
さ
れ
、
介
護
保
険
制
度
で
対

応
す
る
自
治
体
も
あ
る
の
で
、
今
後

の
地
域
支
援
事
業
で
の
対
応
等
に
つ

い
て
慎
重
に
研
究
し
て
い
く
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

臼
日 

中
独
居
の
問
題
等
の
介
護
支
援
専
門

員
へ
の
指
導
は
徹
底
さ
れ
て
い
る
か
。

　

渦
介
護
福
祉
課
職
員
の
人
材
育
成

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

市
長　

臼
同
居
家
族
の
有
無
の
み
に

よ
り
生
活
援
助
の
提
供
を
一
律
に
不

可
と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
、
事
業
所
連
絡
会
等
を
通
じ

て
周
知
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
適

正
な
運
用
に
努
め
て
い
く
。

ね
た
き
り
高
齢
者
お
む
つ
支
給
等
事
業

の
所
得
制
限
を
撤
廃
せ
よ

介
護
に
か
か
わ
る
人
材
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
な
ど
で
高
齢
者
に
安
心
を

　

渦
機
会
を
捉
え
な
が
ら
、
可
能
な

限
り
各
種
研
修
や
連
絡
会
に
出
席
さ

せ
て
い
る
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

地
域
の 

自
主
性
、
自
立
性
に
基
づ
き
、
ど
の

よ
う
な
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
く
の
か
。

市
長　
　

年
に
高
齢
化
率
が
大
き
く

２０２５

高
ま
り
、
要
介
護
認
定
率
の
伸
び
が

想
定
さ
れ
る
が
、
高
齢
者
が
尊
厳
を

も
っ
て
在
宅
で
の
生
活
を
継
続
で
き

る
よ
う
着
実
に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
く
。
そ
の
た
め
に
、
市
民
や
関

係
機
関
か
ら
意
見
を
聞
き
な
が
ら
地

域
課
題
を
的
確
に
把
握
し
、
３
年
ご

と
の
介
護
保
険
事
業
計
画
に
反
映
さ

せ
、
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
等
を
段

階
的
に
進
め
て
い
く
。

 
末
廣　

進
議
員
（
共
産
）　

日
中
独 

居
を
理
由
に
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

生
活
援
助
を
削
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て

い
く
の
か
。

市
長　

同
居
家
族
の
有
無
の
み
に
よ

り
生
活
援
助
の
提
供
を
一
律
に
不
可

と
す
る
の
で
は
な
く
、
障
害
や
疾
病

等
、
ま
た
は
同
様
の
や
む
を
得
な
い

事
情
が
あ
る
か
な
ど
、
利
用
者
や
家

族
の
状
況
等
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る

よ
う
改
め
て
介
護
支
援
専
門
員
等
に

周
知
徹
底
し
て
い
く
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
孤
立 

死
に
つ
い
て
小
平
警
察
署
と
ど
の
よ

う
な
連
携
を
し
て
い
る
か
。

　

渦
孤
立
死
を
な
く
す
た
め
の
今
後

ど
の
よ
う
な
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
の
か

日
中
独
居
の
介
護
保
険
認
定
者
に

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
せ
よ

孤
立
死
を
な
く
す
た
め
の

総
合
的
な
取
り
組
み
を

の
課
題
は
何
か
。

市
長　

臼
困
難
事
例
等
に
は
必
要
に

応
じ
警
察
署
員
か
ら
専
門
的
な
意
見

を
も
ら
い
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
る
ほ
か
、
関
係
機
関
等
か
ら
の
通

報
で
安
否
確
認
が
必
要
な
場
合
は
一

緒
に
対
応
し
て
い
る
。
今
後
も
関
係

情
報
の
共
有
を
含
め
連
携
に
努
め
る
。

　

渦
医
療
機
関
へ
の
受
診
等
の
拒
否

が
強
い
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の

対
応
が
課
題
で
あ
る
。
日
ご
ろ
か
ら

生
活
状
況
の
把
握
等
に
努
め
、
孤
立

の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
平
野
ひ
ろ
み
議
員
（
生
ネ
）　

臼
生 

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
新
た

に
実
施
さ
れ
る
自
立
相
談
支
援
事
業

及
び
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
は
、

ど
こ
が
運
営
主
体
に
な
る
の
か
。

　

渦
生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も
へ
の

学
習
支
援
等
の
取
り
組
み
方
針
は
。

市
長　

臼
現
行
事
業
の
実
施
状
況
を

踏
ま
え
、
自
立
相
談
支
援
事
業
は
委

託
を
、
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
は

市
の
窓
口
で
の
実
施
を
考
え
て
い
る
。

　

渦
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
中
の
自
治

体
の
事
例
や
地
域
の
社
会
資
源
の
情

報
収
集
を
行
う
中
で
、
学
習
支
援
事

業
を
優
先
し
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
民
生 

委
員
児
童
委
員
制
度
の
現
状
は
。

　

渦
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
の
連
絡
や
調
整
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

市
長　

臼
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
、
ま
た
、
市
や
関
係
機
関
へ

の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
や
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
活
動
量

や
負
担
感
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
る
担

生
活
困
窮
者
の
支
援
に
つ
い
て

民
生
委
員
児
童
委
員
の

役

割

に

つ

い

て

い
手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

渦
各
地
区
に
お
け
る
委
員
の
会
議

や
市
が
開
催
す
る
協
議
会
等
を
通
じ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
っ
て
い
る
。

 
滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
ス
ポ 

ー
ツ
振
興
に
関
し
民
間
企
業
や
大
学

等
と
の
連
携
、
協
働
の
進
捗
状
況
は
。

　

渦
体
育
施
設
の
整
備
及
び
管
理
、

運
営
の
進
捗
状
況
は
。

教
育
長　

臼
小
学
生
の
サ
ッ
カ
ー
ク

リ
ニ
ッ
ク
等
を
Ｆ
Ｃ
東
京
と
連
携
し

実
施
し
た
ほ
か
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ま

つ
り
で
は
東
京
経
済
大
学
や
市
内
の

高
校
に
も
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

渦
市
民
総
合
体
育
館
の
指
定
管
理

者
制
度
導
入
に
向
け
た
手
続
等
を
進

め
る
と
と
も
に
、
国
分
寺
市
と
の
相

互
利
用
の
開
始
な
ど
施
設
の
効
率
的

な
管
理
、
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
学
校 

教
育
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

導
入
に
つ
い
て
の
検
討
状
況
は
。

　

渦
特
別
支
援
学
級
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

臼
昨
年
度
は
機
種
の
検
討
、

そ
の
費
用
や
効
果
等
の
検
討
を
し
た
。

授
業
に
適
し
た
端
末
と
動
作
環
境
を

整
え
る
た
め
に
は
費
用
面
で
負
担
が

あ
り
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
必

要
と
考
え
る
。

　

渦
国
の
報
告
で
は
障
害
の
状
態
等

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
今
後
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
活
用
に
つ
い
て

　

渦
学
校
図
書
館
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
か
か
わ
っ
て
い
る
事
例
は
あ
る
か
。

教
育
長　

臼
蔵
書
管
理
等
で
打
ち
合

わ
せ
を
し
た
り
、
授
業
等
で
必
要
な

図
書
の
市
立
図
書
館
か
ら
の
借
り
受

け
や
新
規
購
入
図
書
の
選
定
を
、
司

書
教
諭
の
指
示
で
行
っ
て
い
る
。

　

渦
保
護
者
や
学
生
等
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
あ
り
、
各
学
校
の

司
書
教
諭
の
指
示
を
受
け
て
本
の
読

み
聞
か
せ
や
書
架
の
整
理
等
を
行
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

臼
国 

の
教
育
委
員
会
制
度
の
改
革
に
よ
り
、

教
育
の
政
治
か
ら
の
独
立
性
が
危
う

く
な
る
疑
念
が
あ
る
が
、
見
解
は
。

　

渦
市
長
が
教
育
大
綱
を
決
定
す
る

こ
と
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

教
育
長　

臼
改
正
案
で
は
引
き
続
き

教
育
委
員
会
を
教
育
行
政
の
執
行
機

関
と
し
、
職
務
権
限
は
従
来
ど
お
り

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
独
立
性
は

保
た
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
総
合
教
育
会
議
で
協
議
し
た
上

で
、
施
策
の
大
き
な
部
分
を
定
め
る

も
の
で
あ
り
、
事
務
執
行
の
権
限
が

市
長
に
移
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
教
育
へ
の
介
入
が
制
度
的
に
認

め
ら
れ
る
と
は
捉
え
て
い
な
い
。

制
度
が
変
わ
っ
て
も
、
小
平
市
の

教
育
行
政
は
中
立
公
正
に

花小金井小学校校庭にかかる跨線橋 車椅子対応用のL形側溝
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あ
と
が

あ
と
が
きき

請

願

請

願

請

願

　

６
月
定
例
会
で
は
請
願
２
件
を
新
た
に
受
理
し
、
１
件
の
取
り
下
げ
を
承
認
、

２
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
陳
情
は
６
件
を
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行

機
関
に
陳
情
文
書
表
を
配
付
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

4月23日〜7月22日
本会議、委員会、諸会議など

閉
会
中
継
続
審
査
の
請
願
一
覧

　

政
治
家
が
、
選
挙
区
内
の
人
や
団

体
に
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た
め
の

自
筆
に
よ
る
も
の
は
除
く
）
を
出
し

た
り
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
け
取

っ
た
人
も
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
対
し

寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
議

案
や
請
願
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒　

儿　

小
平
市
小
川
町
二
丁
目

１８７

８７０１

１
３
３
３
番
地
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我
が
国
で
は
、
大
気
汚
染
防
止
法

や
自
動
車
Ｎ
Ｏ
X
・
Ｐ
Ｍ
法
の
規
制

等
に
よ
り
、
二
酸
化
硫
黄（
Ｓ
Ｏ
２
）、

二
酸
化
窒
素
（
Ｎ
Ｏ
２
）
な
ど
の
濃

度
は
大
き
く
改
善
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ

２
.５
）は
、
疫
学
的
知
見
が
少
な
く
、

暴
露
濃
度
と
健
康
影
響
と
の
間
の
一

貫
し
た
関
係
が
見
出
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
国
に
お
い
て
深
刻
な
Ｐ

意見書意見書意見書
　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政

庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
地
方
自
治
法
第　

条
）

９９
６月定例会では２件の
意見書を可決し、関係
機関へ送付しました。

（要旨）

微
小
粒
子
状
物
質

（
Ｐ
Ｍ
２
.５
）
に
係
る

総
合
的
な
対
策
の
推
進
を

求

め

る

意

見

書

Ｍ
２
.５
に
よ
る
大
気
汚
染
が
発
生
し
、

我
が
国
で
も
そ
の
越
境
汚
染
に
よ
る

一
時
的
な
濃
度
の
上
昇
が
観
測
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
国
民
の
関
心
が
高
ま

っ
て
お
り
、
Ｐ
Ｍ
２
.５
に
よ
る
大
気

汚
染
に
関
し
て
包
括
的
に
対
応
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
関
係
行
政

庁
に
対
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
強

く
要
望
し
ま
す
。

１　

Ｐ
Ｍ
２
.５
の
発
生
源
の
実
態
や

構
成
成
分
の
解
明
を
し
た
上
で
、
法

律
に
基
づ
く
国
民
に
わ
か
り
や
す
い

注
意
発
令
の
仕
組
み
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
環
境
基
準
を
維
持
で
き
る

よ
う
国
内
外
の
発
生
抑
制
対
策
を
推

進
す
る
こ
と
。

２　

国
と
地
方
自
治
体
と
の
連
携
を

強
化
し
、
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
整
備
を
推
進

す
る
こ
と
。

３　

Ｐ
Ｍ
２
.５
に
よ
る
肺
機
能
や
呼

吸
器
系
症
状
等
へ
の
健
康
影
響
に
関

す
る
調
査
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、

研
究
結
果
に
基
づ
く
指
針
等
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
実
施
で

き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

内
閣
総
理
大
臣
、
環
境
大
臣
、
厚

生
労
働
大
臣
あ
て

　

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
は
、
交
通
事

故
や
高
所
か
ら
の
転
落
、
転
倒
、
ス

ポ
ー
ツ
外
傷
な
ど
に
よ
り
、
頭
部
に

衝
撃
を
受
け
、
脳
内
の
情
報
伝
達
を

担
う
軸
索
と
呼
ば
れ
る
神
経
線
維
が

断
裂
す
る
な
ど
し
て
発
症
す
る
病
気

で
す
。

　

日
本
で
は
認
知
度
が
低
く
、
ま
た
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
画
像
検
査
で
は
異
常

が
見
つ
か
り
に
く
い
た
め
、
労
災
や

自
賠
責
保
険
の
補
償
対
象
に
な
ら
な

い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
働
け
な
い
場
合

に
は
経
済
的
に
追
い
込
ま
れ
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

　

さ
ら
に
、
本
人
や
家
族
、
周
囲
の

人
た
ち
も
こ
の
病
態
を
知
ら
な
い
た

め
に
誤
解
が
生
じ
、
職
場
や
学
校
で

理
解
さ
れ
ず
に
、
悩
み
、
苦
し
ん
で

い
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

関
係
行
政
庁
に
対
し
、
現
状
を
踏
ま

え
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措

置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

１　

業
務
上
の
災
害
ま
た
は
通
勤
災

害
に
よ
り
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
と
な

り
、
後
遺
障
害
が
残
存
し
た
労
働
者

を
、
労
災
の
障
害
（
補
償
）
年
金
が

受
給
で
き
る
よ
う
、
労
災
認
定
基
準

を
改
正
す
る
こ
と
。

２　

労
災
認
定
基
準
の
改
正
に
当
た

っ
て
は
、
不
正
を
防
止
す
る
た
め
他

覚
的
、
体
系
的
な
神
経
学
的
検
査
法

な
ど
、
画
像
に
か
わ
る
外
傷
性
脳
損

傷
の
判
定
方
法
を
導
入
す
る
こ
と
。

３　

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に
つ
い
て
、

医
療
機
関
を
初
め
国
民
、
教
育
機
関

へ
の
啓
発
、
周
知
を
図
る
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
あ
て

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に

か
か
わ
る
周
知
及
び
労
災

認
定
基
準
の
改
正
な
ど
を

求

め

る

意

見

書

《
小
学
３
年
生
》

○
５
月　

日　

八
小　

人

２３

６４

○
５
月　

日　

十
五
小　

人

３０

５８

○
６
月
２
日　

鈴
木
小　

人
２２

○
６
月　

日　

二
小　

人

１１

７４

○
６
月　

日　

十
四
小　

人

１３

６７

議
場
見

議
場
見
学学

○
６
月　

日　

九
小　

人

１６

９８

○
６
月　

日　

十
三
小　

人

１７

６８

○
６
月　

日　

七
小　

人

１９

９７

○
６
月　

日　

六
小　

人

２０

９３

○
６
月　

日　

花
小
金
井
小　

人

２４

５７

○
６
月　

日　

十
小　

人

２６

９６

○
６
月　

日　

学
園
東
小　

人

２７

７１

○
７
月
１
日　

三
小　

人
１０６

○
７
月
９
日　

十
二
小　

人
５７

議
員
の
寄
附
行
為

議
員
の
寄
附
行
為
はは

禁
止
さ
れ
て
い
ま

禁
止
さ
れ
て
い
ま
すす

７日　東京都十一市競輪事業組合議会臨時会
 東京都四市競艇事業組合議会臨時会
１４日　総務委員会行政視察（北海道釧路市、北海

道北広島市、北海道恵庭市　１６日まで）
 生活文教委員会行政視察（岐阜県多治見市、

岐阜県可児市、岐阜県岐阜市　１６日まで）
 厚生委員会行政視察（北海道札幌市、北海

道登別市、北海道函館市　１６日まで）
 建設委員会行政視察（石川県能美市、富山

県富山市、新潟県長岡市　１６日まで）
１５日　山梨県甲府市議会議員視察来庁（防災対策

について）
１９日　議会改革推進特別委員会
２０日　総務委員会
２１日　生活文教委員会
２２日　厚生委員会
２３日　建設委員会（立川市視察）
２６日　幹事長会議
２９日　議会運営委員会
 東京都三多摩地区消防運営協議会
３０日　小平・村山・大和衛生組合議会臨時会
 三多摩上下水及び道路建設促進協議会総会

３日　６月定例会初日

４日　６月定例会２日目（一般質問）
５日　６月定例会３日目（一般質問）
６日　６月定例会４日目（一般質問）
１０日　総務委員会
１１日　生活文教委員会
１２日　厚生委員会
１３日　建設委員会
１４日　市民と議会の意見交換会
１６日　まちづくり検討特別委員会
１７日　議会改革推進特別委員会
１９日　幹事長会議
２０日　議会運営委員会
２５日　６月定例会最終日
 議会報編集委員会

３日　小平・村山・大和衛生組合議会行政視察
（静岡県沼津市、神奈川県寒川町、八王子
市　４日まで）

８日　野火止用水保全対策協議会
１４日　昭和病院組合議会臨時会
１５日　議会報編集委員会
１７日　多摩北部都市広域行政圏協議会審議会
２２日　三多摩上下水及び道路建設促進協議会第３

委員会
 北海道釧路市議会議員視察来庁（自治基本

条例について）

5　　月

7　　月

6　　月

議 会 日 誌議 会 日議 会 日 誌誌 「市民と議会の意見交換会」を
開催しました

　「市民と議会の意見交換会」を６月14日（土）に健康センター４階視
聴覚室で開催しました。（参加者46人）
　当日は、３月に制定した議会基本条例について報告するとともに、法
政大学教授の廣瀬克哉さんを講師にお招きし、これからの議会のあり方
について参加者の皆さんと意見交換を行いました。

いただいたご意見（一部）
○これからだと思いますがこの条例を使いこなせるよう期待します。
○意見交換の時間が多く取られていて良かった。
○議会は住民の意見をもっときちんと聞いてほしい。
○より多くの人が発言できるように質問の仕方の工夫を。

　多くのご意見をいただきありがとうございました。
　基調講演の内容やいただいた主な意見・質問、アンケート結果の詳細
等については、市議会ホームページをご覧ください。
（今後も意見交換の機会を定期的に設けていきます。多くの皆さんのご
参加をお待ちしています。）

葛基調講演「議会基本条例で市民生活
の何が変わる？」

葛意見交換会の様子

総務委員会
●北海道釧路市
公共施設等見直し指針（公共施設マ
ネジメント）

●北海道北広島市
地域まちづくり推進事業

●北海道恵庭市
行政改革

生活文教委員会
●岐阜県多治見市
ごみ減量・リサイクル事業と環境基
本計画

●岐阜県可児市
ICT等を活用した学校復帰支援事業

●岐阜県岐阜市
食育の推進事業

厚生委員会
●北海道札幌市
　子どもアシストセンター
●北海道登別市
　子育て支援
●北海道函館市
　児童発達支援等の取り組み

建設委員会
●石川県能美市
　公園の長寿命化
●富山県富山市
　コンパクトなまちづくり
●新潟県長岡市
　防災シビックコア整備事業

建
設
委
員
会

請
願
第　

号　

農
林
中
央
金
庫
旧
小
金
井
研
修
所
の
跡
地
南
側
の
開

１６

発
計
画
に
つ
い
て

請
願
第　

号　

憲
法
解
釈
変
更
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認

１７

に
反
対
す
る
政
府
へ
の
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

総
務
委
員
会
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